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ダクト・換気扇
油やホコリなどの汚れが付着し換気能力

が低下することで、正常な空気の流れが妨
げられ、一酸化炭素中毒などの事故発生の
原因になってしまう。

冷蔵庫
こぼれたものや、腐敗している食品を放

置していると、そこから細菌・カビが発生
し他の食品に二次汚染して食中毒を引き起
こす原因となってしまう。

グリストラップ
油脂や食品残渣が蓄積すると異臭や排水管

の詰まり、害虫発生の原因となる。悪化する
と逆流などの大きなトラブルが発生する場合
があり、業者対応となるケースがある。

業務用エアコン
目に見えない油煙やホコリにより、内部

が汚れ、突然の故障や効きが悪くなるとい
うトラブルが発生する。また機器に負担が
かかる分、消費電力が大きくなり通常より
も電気代がかかってしまう。

清潔な労働環境を保つことは、リスクや負担の軽減につながる!
労働災害、食中毒のリスクを低減することができる
設備の耐使用年数を伸ばすことができる
電気代を節約することができる
日常的に行う清掃の負担を軽減することができる

不衛生な労働環境は食中毒や労働災害を引き起こす原因となります。
忙しい日常の中では手が付けにくい所を、機器の点検も兼ねて集中的に清掃しませんか。

機器や設備に付着した汚れは、機器の故障や劣化を進めるだけでなく
労働災害や食中毒の発生原因となり得ます。どんなことが原因となるのでしょうか。



※製品についての詳細は
営業員までお尋ね下さい。

Recommend

⚠見落としがち!?ここにも注意!

害虫の死骸や残渣

天井・壁・床

調理台の下・冷蔵庫の天井・下部分 カビの繁殖
健康被害や食中毒を引き起こす原
因に。設備や内装にダメージを与
え、修繕が必要になることも。異物混入や害虫が客席に発生した場合

店の悪評につながる。

機器の点検をしよう!!
ダクト・換気扇
換気機能の確認
調理中の厨房内が常に煙たかったり、
匂いがこもっていないか。

洗浄と除菌・除ウイルスが同時にできる
多目的用洗浄剤

洗うたびに汚れの付着をおさえる
油汚れ用強力洗浄剤

コンセント周り・周囲の隙間

ホコリがたまると放熱
しにくくなり消費電力
が上がる。

エアコン
冷却・暖房機能の確認
冷風、温風が正常に出ているか。
異音・騒音、水漏れをしていないか。

機器により点検、メンテナンスの方法は異なります。機器の説明書などを
確認、メーカーなどに相談するなど正しい知識をもった上で行いましょう。

食品添加物

除菌・除ウイルス・抗ウイルス効果
アルコール製剤

上記のことが確認された場合、
正常な排気が行われていない可能性がある。
グリスフィルターやフードが油塵汚れで目詰まりしていないか
確認してみましょう。

冷蔵庫
冷却機能の確認
庫内が適正な温度になっているか。
(冷蔵庫専用温度計などを使用してみよう)

温度が高い場合、冷気が漏れ出していたり、部品に汚れが付着
している場合がある。扉パッキン部分の破損・劣化がないか、
ファンカバーやフィルターに汚れやほこりが付着していないか
確認してみましょう。

冷暖房が効かない、異音などがする場合は
内部の汚れや、故障している可能性がある。
フィルターに汚れが付着していないか確認し、改善しない場合
はメーカーに相談してみましょう。


